
○応募作品数 (点）

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 高1 高2 高3 計

1 6 4 6 14 2 4 8 3 0 16 14 78

2 0 2 2 1 2 2 7 1 0 1 0 20

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 6 6 8 15 4 6 15 4 0 17 14

○応募校数 ○昨年度との比較

小学校 中学校 高校 計
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令和８年度　ポスターコンクール応募作品集計表【浜松市】

浜名区

資料(1)令和８年度明るい選挙啓発ポスターコンクール応募状況



審査結果 学　　　校　　　名 学年 氏
し

　　　　　　名
めい

備考

浜松市立　  可美小学校 2 齋 藤
さ い と う

寛 生
か ん せ い

みんなせんきょに　しゅうごうだ

浜松市立　  気賀小学校 3 富 田
と み だ

亜
あ

玲 奈
れ な

大切な一ぴょう　えがおの花を　未来にさかせよう

浜松市立　  可美小学校 4 齋 藤
さ い と う

紬
つむぎ

あなたの一票が　未来を変える

浜松市立　  可美小学校 5 犬 飼
いぬ かい

す ず 那
な

私の想い　届け一票

浜松市立　  可美小学校 5 加 藤
か と う

悠 花
ゆ う か

私たちの一票が　日本をつくる

浜松市立　  可美小学校 4 岩 渕
い わ ぶ ち

結
ゆ

瑛
え

未来を変える！あなたの一票

浜松市立　　船越小学校 5 小 野
お の

一 華
い ち か

みんなでつくる　みんなの日本

浜松市立　  可美小学校 5 後 藤
ご と う

向
ひ

葵
まり

さあ変えよう　この一票で　輝く未来へ

浜松市立　  可美小学校 5 二 藤
に と う

春 花
は る か

選挙はあなたをまっている　この一票で　日本を変えよう

浜松市立　  可美小学校 6 後 藤
ご と う

碧
あお

仁
と

この一票　未来のための　力なり

審査結果 学　　　校　　　名 学年 氏
し

　　　　　　名
めい

備考

浜松市立　  可美中学校 1 河 合
か わ い

里 佳
り か

はばたけ！未来を変える　私の一票

浜松市立　  可美中学校 1 久 保 田
く ぼ た

に あ さあいくぞ！未来を変える　私の一票

浜松市立　  可美中学校 2 神 谷
か み や

優
ゆう

果
か

その一票　日本の未来を　明るく照らす

浜松市立　  北浜中学校 2 松 本
ま つ も と

凜
りん

花
か

その一票が　未来へのかけ橋

浜松市立　  可美中学校 3 髙 橋
た か は し

史
し

栞
おり

私たちの時代を創る　１８歳選挙権

浜松市立　　積志中学校 1 高 橋
た か は し

結 子
ゆ い こ

あなたの街を　変える一票

浜松市立　　天竜中学校 2 惠 美
え み

春 陽
は る ひ

その一票で　未来をつくろう

浜松市立　  北浜中学校 2 小 玉
こ だ ま

桃 子
も も こ

未来を創る　その一票

浜松市立　  北浜中学校 3 日 下 部
く さ か べ

有 咲
あ さ

世界を変えるのは　我々だ

浜松市立　  可美中学校 3 長 津
な が つ

埜
の　　　の

々 未来のスイッチＯＮにしよう　一票革命

審査結果 学　　　校　　　名 学年 氏
し

　　　　　　名
めい

備考

静岡県立　  浜松大平台高等学校 2 山 下
や ま し た

芽 衣
め い

君の一票が　国をアップデート

静岡県立　  浜松工業高等学校 3 秋 山
あ き や ま

ひ な た その一票は　未来を照らす

静岡県立　  浜松工業高等学校 3 石 川
い し か わ

夏 妃
な つ き

その一票が、進む一手に

静岡県立　  浜松工業高等学校 3 小 林
こ ば や し

永
はるか

その一票が　未来を動かす

静岡県立　  浜松工業高等学校 3 酒 匂
さ こ う

彩 花
あ や か

選ぶのは未来

静岡県立　  浜松工業高等学校 2 鈴 木
す ず き

麗
り

愛
あ

この一票は　未来への可能性

静岡県立　  浜松大平台高等学校 2 藤 田
ふ じ た

瑠 衣
る い

未来へ届け　この一票。

静岡県立　  浜松工業高等学校 2 松 井
ま つ い

美 紗
み さ

姫
き

ハッピーエンドハ　センキョノサキニ

静岡県立　  浜松工業高等学校 3 影 山
かげ やま

奈
な

都
つ

江
え

その一票で　思い伝えよう

静岡県立　  浜松工業高等学校 3 桃 井
も も い

思
こ

祈
と

その一票が　描く未来を

※学年＞氏名５０音順

令和８年度　明るい選挙啓発ポスターコンクール入賞者

小学生の部

特選

中学生の部

特選

特選

入選

入選

入選

高校生の部

資料(2)令和８年度明るい選挙啓発ポスターコンクール入賞者



小学校の部 中学校の部 高等学校の部

令和８年度明るい選挙啓発ポスターコンクール　入賞作品

　　　　　（たかはし　しおり）　　　　　（かとう　ゆうか） 　　　　　（いしかわ　なつき）

　静岡県立浜松工業高等学校　浜松市立可美中学校　浜松市立可美小学校

５年　　加藤　悠花　さん ３年　　髙橋　史栞　　さん ３年　　石川　夏妃　さん

資料(3)令和８年度明るい選挙啓発ポスターコンクール入賞作品



   
 

    

 

 

   

 

 

 

 

     

 

  

 

 

   

 

                 

                     

   

 

 

 

    

 

    

  

  

  

 

     

 

   

   

   

 

 

 

      

  

   

        

   

  

   

 

     

        

              

            

資料(4)　参考資料　ア



令和８年度静岡県明るい選挙啓発ポスターコンクール実施要領 
 

１ 趣  旨 

県内の小・中・高等学校の児童・生徒の皆さんに、明るい選挙を推進する上で役立つポス

ターを描いてもらう。 

 

２  応募要領 

公益財団法人明るい選挙推進協会及び都道府県選挙管理委員会連合会等が主催する「令和

８年度明るい選挙啓発ポスター作品募集（第78回）」に応募された作品をもって、県のポス

ターコンクールに応募されたものとする。 

 

３  審    査 

(1) 第１次審査 

各市町選挙管理委員会で小・中・高等学校別に各５点（以内）を選び、第２次審査（県

審査）に提出する。 

(2) 第２次審査 

第1次審査で選ばれた作品について、次の審査員により入選作品を決定する。 

ア 審査員 

県教育委員会、県警察本部、県政記者クラブ、県広聴広報課、県明るい選挙推進協

議会及び県選挙管理委員会の各代表者 

イ 入選作品数 

小学生  30点程度 

中学生  30点程度 

高校生  10点程度 

 

４  賞 

入選者には、県選挙管理委員会から賞状及び副賞を贈る。 

なお、応募者全員に参加賞を贈る。 

 

５  発表 

10月中旬～下旬 

 

６  その他 

(1) 入選作品は、県選挙管理委員会で選挙啓発に活用する。 

(2) 入選作品の中から、特に優秀と認められる作品（小・中学生各10点程度、高校生５点程

度）を選び中央審査会に提出する。（11月上旬～中旬結果発表予定） 

(3) 中央審査会提出作品は、県選挙管理委員会ホームページ上に掲載する。 

資料(4)　参考資料　イ



令和８年度 明るい選挙啓発ポスター審査要領 

 

令和８年度浜松市・区明るい選挙啓発ポスターコンクールの審査要領について、以下のと

おり定める。 

 

１ 日  時   令和８年９月１７日（木） 午前９時３０分から 

 

２ 場  所   浜松市地域情報センター ３階 第２研修室 

 

３ 審 査 員    

（１）浜松市選挙管理委員会委員（１人） 

（２）浜松市明るい選挙推進協議会委員（１人） 

（３）市内小・中学校現役又は元職の美術教諭（１人） 

（４）市選挙管理委員会事務局職員（１人） 

 

４ 審査基準 

  審査にあたっては、以下に留意して選出するものとする。 

（１）「明るい選挙」のイメージに合う作品を選出すること。 

（２）絵だけでは選挙啓発の意味が伝わりにくい場合があるため、できるだけ「選挙啓発」

を表す標語のある作品を選出すること。 

（３）特定の政党等が類推されるもの等は、除くこと。 

 

５ 審 査 会 

（１）審査順序及び選出数 

審査は小学校、中学校、高等学校の各部ごとに実施し、応募された作品の中から次の賞

を選出する。 

ア 特 選 １５点以内 （小学校、中学校、高等学校 各５点以内） 

イ 入 選 １５点以内 （小学校、中学校、高等学校 各５点以内） 

（２）予備審査 

審査員は審査対象とすべき作品について、概ね３０点程度に絞り込む予備作業を行う。

ただし、作品数の状況により、予備審査は省略することができる。 

（３）本審査 

ア 審査員がそれぞれ良いと思う作品を５点以内選び「カード」を置き、作品を２０点以

内に絞り込む。その際、学年の偏りが出ないよう配慮する。 

イ 「カード」の多い順に、作品１０点以内（選出数は審査員の協議により決定する。）

を選出する。「カード」の数が同数で並んだ場合は、審査員の協議により選出する。 

ウ 選出した１０点以内のうち「カード」の多い上位５点以内について特選、その他の５

点以内を入選とする。「カード」の数が同数で並んだ場合は、審査員の協議により選出

する。 

エ 特選の中から報道発表用の作品１点を審査員の協議により選出する。 
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